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【追跡】ふれあいセンター周辺整備

　子ども議会や定例会の一般質問にて、ふれあいセンター周辺の路面破損や駐車場の区画線消

失について指摘がありました。また、町民からも混雑時の不便さや安全確保を求める声も上がっ

ていました。町民の声を反映し、どのような環境整備が行われたのか、お知らせします。

子ども議員の提言が、「危ない」を「安心」に変えた

　ふれあいセンター前のイン

ターロッキングが破損し、ガ

タガタしている。小学生が何

人もケガをしたと聞く。町の

顔でもある場所なので、きち

んと整備をしてはどうか。

　ふれあいセンター駐車場を区分している区画線は、開館２０年を超え、ほ

とんど見えなくなっている。芝生の部分に区画線を引くのは困難だと思うが、

創意工夫し、利用者の不便を解消してはどうか。

令和３年１２月定例会　一般質問

整　備　前

下がガタガタ
で、つまずい
てしもうた。

すごいスピー
ドで、走って
きゆう！

車がいっぱい
で、止めれん。

インターロッキングブロックの
老朽化が激しく、つまずき危険。

桜の木が弱々しくなっていて、
倒木の恐れがある。

中央線を、猛スピードで走る車が
いて危険。

ロータリーに車が勢いよく入って
きて、危険。

イベント時に、駐車場が不足して
いる。（おもいやり駐車場も必要）
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　高知工業高校の建築科の生徒が担当したデザインには、「立ち寄り

やすい」「憩いの場となってほしい」などの思いが込められています。

　ふれあいセンター周辺の安全対策と利便性向上のため、破損した路面の

補修、消えかかった駐車場区画線の整備、混雑時の駐車場不足の解消など、

安全で快適な環境整備が行われました。

整　備　後

劣化したインターロッキングブ
ロックは撤去 ( 一部残あり ) され、
つまずきや事故の不安も解消
されました。

弱った桜の木は撤去され、倒木
の危険もなくなりました。

中央線が緩やかなカーブに改良
されたため、猛スピードで走る
車が減りました。

駐車場が新設・整備されました。
駐車台数が増え、白線も引き直さ
れ、快適に利用できるようになり
ました。

ふれあいセンター前は、駐車専用の
安全な空間となり、安心してご来館
いただけるようになりました。

　町の中心であるふれあいセンター周辺を、より安全で快適な環境整備を

行うため、令和５年度から大規模な改良工事を行いました。

高知工業生が建設！みんなの「憩いの東屋」完成

≪　東屋に集う方々の声を聞きました　≫

夕方、みんなとおしゃべりするのが楽しみに

なった。近くにお店もあり便利です。

バスを待つ間、屋根の下で休めてます。

マナー ( ごみの放置 ) は、守ってほしいです。70代女性

80代女性
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６
月
９
日
～
11
日

（
第
４
回
）

定

例

会

◆ 令和８年度一般会計補正予算（第２号）

◆ 〈専決〉令和７年度一般会計補正予算（第 11 号）

歳入歳出総額

歳入歳出総額

補正額

補正額

８６０万円増

５, ５００万円増

３１億４,１５０万円

４０億８, ３９０万円

補正予算

補正の主な内容

歳入

歳出

町税（町民税ほか）

地方交付税（地方交付税）

繰入金（ふるさと応援基金繰入金）

基金積立金（減債・施設等整備）

総務費ほか（人件費関係）　

３, ６１１万円

３,１５３万円

▲１, ５４０万円

１億４,１７２万円

▲２, ７１７万円　

高台への避難路を照らす

中 央 線 に 避 難 誘 導 灯 を 新 設中 央 線 に 避 難 誘 導 灯 を 新 設
　景観や予算に配慮し、中央線から国道 55 号への避難路に、

足元を照らすソーラー式の誘導灯 10 基を新設します。　

250 万円追加

補正の主な内容（歳入）

補正の主な内容（歳出）

基金繰入金（財政調整基金繰入金）　　７２７万円

（土生岡）築地地区に消火栓設置

公用携帯電話を購入

池の水が消火水源に適さないとの調査結果や、

周辺の民家増加を踏まえ、地区から要望のあった

消火栓 １基 を新設します。

認定こども園・小学校・中学校　各１台

教育委員会（放課後子ども教室）　 １台

消火栓設置工事

通信運搬費

５３万円追加

３０万円追加

不祥事防止と緊急連絡のため、
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契約の締結

物品購入契約 工事請負契約

小中学校「1 人 1 台端末（ﾀﾌ ﾚ゙ｯﾄ）」更新に向けて

契約締結へ

製塩施設新設に向けて契約締結へ

契  約  先　四国通建・エレパ共同企業体

契約金額　１, ０７６万円（税込み）

契  約  先　有限会社 柴原建設

契約金額　４,９５０万円（税込み）

小学校　　　９７台

中学校　　　４３台

教職員等　　３５台

予備機　　　２１台

管理棟　　　１棟

海水タンク　 ３個

結晶ハウス　 ３棟

外構工事　　１式

報  告
令和７年度から令和８年度へ予算を持ち越して執行する

「繰越明許費繰越計算書」の報告がありました。

繰 越 事 業 名 繰 越 額

標準化に伴う戸籍・戸籍附票システム改修業務 ６２０万円

旧氏及び振り仮名の記載に係る戸籍附票システム改修委託料 １０８万円

戸籍附票システム改修業務（旧氏対応） １８５万円

ＬＥＤ照明器具導入支援事業（物価高騰事業） １，０００万円

生活応援米給付事業（物価高騰事業） ２，３１４万円

県営農村地域防災減災事業市町村負担金（ため池等整備事業） ５９万円

事業継続支援事業（物価高騰事業） １，２６７万円

地域振興券事業（物価高騰事業） ４，７３４万円

町道中央線周辺整備工事 ５００万円

町道高田下ノ丸線道路改良工事 １，４４７万円

常備消防費負担金 １，７５９万円

繰越額  合計（全１１事業） １億３，９９１万円

※端数処理の関係上、内訳の合計と合計欄が一致しない場合があります。
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条  例

議員提案

町長・副町長の給料減額案を可決

信頼される議会へ 、大きな一歩信頼される議会へ 、大きな一歩

「政治倫理条例」の制定に向け、特別委員会を設置

　職員の懲戒処分に伴う管理監督責任を明確にするため、町長と副町長の給料を減額する

条例案が可決されました。町執行部は本件を重く受け止め、引責として提出したものです。

　令和８年７月から、町長は２か月間、副町長は１か月間、それぞれ給料を１割減額します。

　６月定例会に、議員提案 ( 委員会提出議案 ) により「田野町議会議員政治倫理条例制定

特別委員会」の設置が可決されました。

　この委員会は、議員が遵守すべき行動規範や倫理基準を定めた「政治倫理条例」をつくる

ために設置されたものです。町民の皆様からより一層信頼される、クリーンで透明性の高い

議会を目指し、条例の具体的な内容について集中的に審議・協議を重ねてまいります。

田野町議会議員政治倫理条例制定特別委員会

（委 員 長）神山大亮

（副委員長）桑名良学　

（委　　員）中野益夫・山﨑豊子・村田秀作・山本美園

　　　　　安岡数德・中澤長顯・西岡恒雄

( オブザーバー ) 小笹孝彰

政治倫理条例ってなに？
～町民の皆さんに信頼される、透明な議会をつくるための約束事～

◆ ひとことで言うと？

◆ なぜ作るの？

議員が「町民の代表として、正しく、誠実に活動すること」を約束する町独自の

ルールブックです。

町の大切な予算などを決める議員が、不正をせず、常にクリーンであるためです。

法律よりも一歩進んだ基準を自分たちに課すことで、町民の皆さんからの信頼を

より確かなものにします。
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【町長及び副町長の給料減額に関する条例】

【令和８年度一般会計補正予算（第２号）】

【工事請負契約】

なぜ、この減額率・期間に決めたのか。

以前の誘導灯の耐用年数は 15 年で、今回が 10 年。その違いは。

製塩施設の建築は、今回が最後と理解してよいか。

同じことを繰り返さないために何を行うのか。

（詳細 ６ページ）

（詳細 ４ページ）

（詳細 ５ページ）

明文化した基準は設けていないが、懲戒処分内容を鑑み、他自治体の

処分内容等を参考に減額率と期間を決定した。

今回の製品は小型フットライトを採用しており、想定耐用年数が 10 年

となっている。

町が土地を購入し、施設を整備する方法は、見直していく。

今回の原因を整理し、以下３点を進める。

　１、コンプライアンス指針の策定と周知

　２、報告、連絡、相談体制の徹底

　３、県等との業務連絡を課代表のメールへ移行

問

問

問

問

答

答

答

答

６月議会定例会

質疑応答

ハイライト
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議案の審議結果一覧表

定例会で決まったこと

件　　　　名

（  概 要  ）

議決
結果

賛  

成

反  

対

採決状況（〇賛成　×反対　＊欠席）

中
野
益
夫

山
﨑
豊
子

村
田
秀
作

神
山
大
亮

山
本
美
園

安
岡
数
德

桑
名
良
学

中
澤
長
顯

西
岡
恒
雄

小
笹
孝
彰

< 専決 > 田野町税条例の一部を改正する条例
　（ 上位法（地方税法等）の改正に伴い、必要な規定を整備。）

承認 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

議

長

は

採

決

に

加

わ

ら

な

い

< 専決 > 田野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　（子育て支援金の新設、軽減判定の見直し、賦課限度額の引き上げ等。）

承認 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

< 専決 > 令和７年度田野町一般会計補正予算（第 11 号）
　（ 詳細　４ページ ） 

承認 ９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

物品購入契約の締結
　（ 詳細　５ページ ） 

原案
可決

９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結
　（詳細　５ページ）

原案
可決

９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町長及び副町長の給料の減額に関する条例の制定
　（ 詳細　６ページ ）

原案
可決

７ ２ 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ×

田野町印鑑条例の一部を改正する条例
　（ 在留カードとマイナンバーカードの一体化に伴う規定を整備。） 

原案
可決

９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和８年度田野町一般会計補正予算 ( 第２号 )
　（ 詳細　４ページ ） 

原案
可決

９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪議員提案≫田野町議会議員政治倫理条例制定特別委員会の設置
　（ 詳細　６ページ ） 

原案
可決

９ ０ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

人  事
人権擁護委員候補者の推薦と田野町教育委員会教育長の任命、

田野町農業委員会委員の任命が同意されました。

同意

同意

同意
人権擁護委員

教育長

農業委員

前田　浩二　氏 （再任）

田中　紀子　氏 （再任）

安岡　憲保　氏

中野　益夫　氏

隅田　道雄　氏

西山　和則　氏

松田　　央　氏

山本　英広　氏

池地　伸之　氏

田中　繁穂　氏

濵渦　昭彦　氏

南　　寿雄　氏

任期  自 令和　年　月　日

至 令和　年　月　日　　

任期  自 令和　年　月　日

至 令和　年　月　日　　

任期  自 令和　年　月　日

至 令和　年　月　日　　

８

11

８

11

８

11

10

９

６

６

７

７

１

30

20

19

20

19

の推薦 の任命

の任命

（新任）

（再任）
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４
月
～
６
月
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た

行行

政政

報報

告告

行
政
報
告
…
町
長
な
ど
が
町
の
大
き
な
出
来
事
な
ど
を
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
。                   

坂本正徳 町長

道
の
駅
「
田
野
駅
屋
」

再
整
備

　

道
の
駅
「
田
野
駅
屋
」
の
再
整

備
は
、
第
三
者
評
価
の
内
容
を
踏

ま
え
、
需
要
の
見
込
み
、
収
支
、

施
設
規
模
な
ど
を
町
と
し
て
改
め

て
検
証
し
ま
し
た
。

　

第
７
回
庁
内
検
討
会
で
は
、
施

設
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う

事
業
規
模
を
精
査
し
、
道
の
駅
に

必
要
な
機
能
を
確
保
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
再
整
備
と
し
て
進
め

る
方
向
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
概
算
事
業
費
や
収
支

計
画
を
さ
ら
に
整
理
し
、
運
営
事

業
者
の
公
募
に
向
け
た
準
備
と
実

施
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

災
害
後
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り

田
野
米
で
生
活
を
応
援

　

令
和
８
年
２
月
か
ら
４
か
月

間
、
物
価
高
騰
へ
の
支
援
と
し
て
、

生
活
応
援
米
給
付
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

国
の
臨
時
交
付
金
と
ふ
る
さ
と

納
税
を
積
み
立
て
た
基
金
を
活
用

し
、
町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
65

歳
以
上
の
方
、
22
歳
以
下
の
方
、

町
内
の
医
療
機
関
で
働
く
方
を
対

象
に
田
野
米
を
給
付
し
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
方
に
は
５
キ
ロ
を

４
回
、
22
歳
以
下
の
方
と
医
療
従

事
者
に
は
10
キ
ロ
を
２
回
届
け
、

合
計
で
約
33
ト
ン
と
な
り
ま
し

た
。

　

物
価
高
騰
は
今
も
続
い
て
お

り
、
町
で
は
引
き
続
き
、
生
活
者

支
援
と
事
業
者
支
援
に
努
め
ま

す
。

　

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大

規
模
災
害
に
備
え
、
被
災
後
の
復

興
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
平
時

か
ら
復
興
の
方
向
性
や
手
順
を
整

理
し
て
お
く
計
画
で
す
。

　

被
災
後
は
、
住
ま
い
の
確
保
、

道
路
や
公
共
施
設
の
復
旧
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
の
合
意
形
成
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

当
町
で
は
、
津
波
に
よ
る
大
き

な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
７
年
10
月
か
ら
計
画
策

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。

　

計
画
は
令
和
７
年
度
か
ら
９
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
策
定
す
る
予

定
で
す
。
令
和
８
年
度
は
、
庁
内

で
の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
復
興
後
の
ま

ち
の
姿
、
土
地
利
用
、
公
共
施
設

の
配
置
、
住
ま
い
の
確
保
な
ど
を

具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

広
域
行
政
（
中
芸
広
域
連
合
）

子
育
て
家
庭
を

切
れ
目
な
く
支
援

　

中
芸
広
域
連
合
で
は
、
令
和
８

年
４
月
に
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

妊
産
婦
や
子
育
て
世
代
、
子
ど

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
連
携
を

強
化
し
ま
し
た
。

　

各
家
庭
の
状
況
に
応
じ
た
相
談

や
支
援
を
行
い
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

こども家庭センター・田野

《相談窓口》

田野町役場　住民福祉課

TEL  ０８８７－３８－２８１２
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一
般
質
問

一
般
質
問

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！

町
政
の
こ
こ
を
問
う
！

ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

４議員が質す４議員が質す

一般質問… 議員が田野町の行政全般にわたり町長などに対し事務の状況や将来の

方針などの説明を求め、所信や疑問を質すこと。

解
説
解
説

ただただ

今議会のテーマ今議会のテーマ

P9P12
①生活応援米の給付方法と経費は

②町道中央線の植栽管理は山本　美園　議員

P9P11
山﨑　豊子　議員 ①清岡記念館と旧保育所の利活用は

桑名　良学　議員
P13

①池谷川の防災対応は

神山　大亮　議員
P14

①公式ＬＩＮＥアカウントの充実を
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町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

清
岡
記
念
館
と
旧
保
育
所
の
利
活
用
は

　

次
長 
― 
記
念
館
は
今
後
検
討
、
旧
保
育
所
は
売
却
も
視
野
に

山
﨑
議
員

　

清
岡
記
念
館
（
清
岡
道
之
助
旧

邸
）
は
町
指
定
文
化
財
で
あ
り
、

老
朽
化
に
伴
う
改
修
工
事
後
、
令

和
３
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
場

と
し
て
、
社
会
教
育
活
動
や
土
生

岡
地
区
活
動
に
利
用
さ
れ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
現
在
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。

井
上
孝
二
教
育
次
長

　

従
前
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る

土
生
岡
集
会
所
は
、
昭
和
44
年
度

に
建
設
さ
れ
、
当
町
で
一
番
古
い

地
区
集
会
所
で
あ
る
。

　

清
岡
記
念
館
の
改
修
工
事
を
計

画
し
た
当
時
に
地
区
内
で
協
議
を

し
た
結
果
、
集
会
所
の
建
て
替
え

等
は
行
わ
ず
、
現
施
設
が
利
用
困

難
な
状
況
と
な
れ
ば
、
活
動
の
場

を
清
岡
記
念
館
に
移
す
と
し
た
。

　

社
会
教
育
活
動
の
場
と
し
て

は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記

念
と
し
て
、
二
十
三
烈
士
や
清
岡

道
之
助
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

を
数
回
開
催
し
た
。
令
和
６
年
度

の
夏
季
休
業
期
間
中
に
小
学
生
の

宿
泊
体
験
活
動
を
実
施
し
た
が
、

現
状
は
十
分
な
利
活
用
は
図
ら
れ

て
い
な
い
。

山
﨑
議
員

　

清
岡
記
念
館
は
改
修
後
、
風
呂

場
も
設
置
さ
れ
宿
泊
研
修
も
で
き

る
よ
う
だ
が
、
寝
具
な
ど
は
持
ち

込
み
な
の
か
。

井
上
教
育
次
長

　

施
設
自
体
に
用
意
を
し
て
い
な

い
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
際
は
、

参
加
者
に
準
備
を
し
て
も
ら
う
。

 

山
﨑
議
員

　

清
岡
記
念
館
の
町
外
か
ら
の
申

し
込
み
や
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

井
上
教
育
次
長

　

有
料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
る

施
設
で
は
な
い
の
で
、
基
本
的
に

は
町
内
の
各
種
団
体
や
学
校
な
ど

へ
の
貸
し
出
し
を
想
定
し
て
い

る
。

山
﨑
議
員

　

郷
土
出
身
で
あ
り
歴
史
的
に
は

難
し
い
学
習
に
な
る
と
思
う
が
、

小
学
校
高
学
年
や
中
学
生
な
ど
の

利
用
は
あ
る
か
。

井
上
教
育
次
長

　

学
校
教
育
で
の
宿
泊
体
験
の
実

績
は
な
い
。
教
育
委
員
会
主
催
の

社
会
教
育
活
動
と
し
て
、
参
加
者

を
募
り
実
施
し
た
経
過
は
あ
る
。 

山
﨑
議
員

　

町
の
文
化
財
な
の
で
、
む
や
み

に
利
用
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
も
う
少
し
利
用
す
る
方
法
は

な
い
か
。

井
上
教
育
次
長

　

管
理
人
を
常
時
配
置
し
て
い
る

施
設
で
は
な
い
の
で
、
イ
ベ
ン
ト

的
な
活
用
が
中
心
に
な
る
。
今
後

は
教
育
委
員
会
事
務
局
内
で
検
討

し
て
い
く
。

山
﨑
議
員

　

旧
保
育
所
施
設
は
、
町
民
が
自

由
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
毎
週
火
曜
日
は
午
前
中
解

錠
さ
れ
、
令
和
４
年
当
初
は
利
用

者
も
数
名
い
た
と
思
う
。
町
民
の

声
に
答
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思

う
が
、
現
在
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
方
針
は
。

藤
田
千
香
住
民
福
祉
課
長

　

現
在
の
利
用
状
況
は
月
１
回
１

団
体
の
利
用
や
、
不
定
期
で
の
利

用
が
あ
る
。

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
は
「
男
性

の
集
い
の
場
」
の
創
設
に
向
け
て

支
援
し
、
軌
道
に
乗
れ
ば
開
放
日
、

利
用
時
間
帯
な
ど
再
考
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
施
設
の
利
用
状
況
も

鑑
み
、
売
却
も
視
野
に
検
討
す
る
。

山
﨑
議
員

　

令
和
５
年
６
月
議
会
で
も
一
般

質
問
が
あ
り
「
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
、
ほ
か
の
方
法
も
模
索
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
」
と
質
問
し

て
い
る
。
売
却
も
視
野
に
検
討
と

の
こ
と
だ
が
、
貸
し
出
し
も
視
野

に
入
っ
て
い
る
の
か
。

藤
田
住
民
福
祉
課
長

　

具
体
的
な
方
針
は
こ
の
場
で
は

差
し
控
え
た
い
。
施
設
は
年
間
の

維
持
管
理
費
だ
け
で
な
く
、
経
年

劣
化
に
よ
る
修
繕
費
も
か
さ
ん
で

く
る
。
そ
の
点
も
踏
ま
え
、
今
後

の
方
針
は
内
部
で
慎
重
に
進
め
て

い
く
。

議員

有効利用が望まれる各施設

山﨑豊子
やまさき とよこ

清岡記念館 旧保育所
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生
活
応
援
米
の
給
付
方
法
と
経
費
は

　

町
長 
― 
確
実
な
給
付
を
優
先
し
た

山
本
議
員

　

米
の
配
送
方
法
に
つ
い
て
問

う
。

　

町
民
へ
の
田
野
町
米
の
配
布
事

業
の
案
内
が
簡
易
書
留
だ
っ
た

が
、
１
通
の
郵
送
料
と
、
こ
の
方

法
に
し
た
理
由
は
。

西
山
司
産
業
建
設
課
長

　

対
象
世
帯
の
居
住
実
態
、
お
米

の
必
要
数
量
の
把
握
の
た
め
に
、

１
通
４
６
０
円
の
簡
易
書
留
に
し

た
。

山
本
議
員

　

こ
の
方
法
で
役
場
か
ら
町
民
に

書
類
を
郵
送
し
た
ほ
か
の
事
例

は
。

山
本
議
員

　

予
算
で
４
１
４
万
７
千
円
の
通

信
運
搬
費
は
い
く
ら
に
な
っ
た

か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

郵
送
料
は
、
約
41
万
１
千
円
、

米
の
配
送
費
は
１
４
４
万
５
千
円

の
見
込
み
で
あ
る
。

山
本
議
員

　

今
回
の
方
法
は
ベ
ス
ト
か
。
反

省
・
改
善
点
は
な
い
か
。

坂
本
正
徳
町
長

　

今
回
の
方
法
が
全
て
に
お
い
て

最
善
で
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
町
民
の
皆
様
に
お
米
を
確

実
に
届
け
る
と
い
う
点
で
は
、
一

定
妥
当
な
方
法
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

本
人
に
確
実
に
送
付
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
や
、
町
と
し
て
送
付
・

受
け
取
り
の
状
況
確
認
の
必
要
が

あ
る
場
合
に
活
用
し
て
い
る
。

山
本
議
員

　

全
戸
に
宅
配
で
届
け
る
予
定

を
、
議
員
と
役
場
職
員
は
役
場
で

配
る
案
に
変
更
し
た
理
由
は
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

配
送
経
費
を
抑
え
る
観
点
か
ら

直
接
手
渡
し
を
実
施
し
た
。

山
本
議
員

　

宅
配
５
キ
ロ
１
袋
の
配
送
費
、

１
家
庭
５
人
分
で
い
く
ら
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

１
袋
当
た
り
い
く
ら
と
い
う
か

た
ち
の
契
約
で
は
な
い
の
で
、
個

別
に
答
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
全
体
で
、
２
月
か
ら
５
月
の

配
送
費
は
１
４
４
万
５
千
円
の
見

込
み
で
あ
る
。

町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

議員山本美園
やまもと みその

町道中央線の植栽管理は

　課長 ― 既存植栽を適切に管理

山
本
議
員

　

町
道
中
央
線
の
改
良
工
事
で
、

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
が
植
栽
さ
れ
た

が
、
根
本
は
赤
土
が
丸
出
し
で
、

早
く
も
除
草
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

植
栽
の
木
々
が
成
長
す
る
ま

で
、
現
状
だ
と
除
草
作
業
が
大
変

だ
と
思
う
。

　

い
ろ
い
ろ
な
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー

の
植
物
が
あ
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
苗
の
育
成
を
頼
み
、
そ
れ
を

根
元
に
植
え
て
は
ど
う
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
は
今
後
の
生

育
に
よ
り
一
定
の
ま
と
ま
り
を

も
っ
た
植
樹
帯
と
し
て
景
観
を
形

成
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
の
追
加
植
栽

は
、
雑
草
と
の
区
別
や
除
草
作
業

が
難
し
く
な
り
、
管
理
が
複
雑
に

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
行
わ

ず
、
既
存
植
栽
の
生
育
を
見
守
り

な
が
ら
、
必
要
な
除
草
、
せ
ん
定

に
よ
り
適
切
に
管
理
し
て
い
く
。
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町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

池
谷
川
の
防
災
対
応
は

　

課
長 
― 
県
へ
地
域
実
情
と
要
望
を
伝
え
る

桑
名
議
員

　

池
谷
川
で
は
、
２
メ
ー
ト
ル
近

い
草
木
が
繁
茂
し
て
い
る
箇
所
も

あ
り
、
大
雨
時
に
水
の
流
れ
を
妨

げ
、
氾
濫
に
つ
な
が
る
不
安
の
声

が
あ
る
。
護
岸
の
石
積
み
に
も
劣

化
が
見
ら
れ
る
。

　

出
水
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

県
へ
の
要
望
や
今
後
の
対
応
は
。

西
山
司
産
業
建
設
課
長

　

池
谷
川
は
県
管
理
河
川
で
あ

り
、
浚

し
ゅ
ん
せ
つ

渫
や
除
草
、
護
岸
管
理
は

基
本
的
に
県
が
行
う
。

　

一
方
で
、
地
域
住
民
の
生
活
に

関
わ
る
重
要
な
河
川
で
あ
る
た

め
、
町
と
し
て
も
継
続
的
に
県
へ

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

　

令
和
８
年
度
も
県
担
当
者
と
現

地
確
認
を
実
施
し
、
草
木
の
繁
茂

状
況
、
土
砂
堆
積
、
石
積
護
岸
の

状
況
を
確
認
し
た
。

　

河
川
管
理
は
単
純
な
除
草
だ
け

で
は
な
く
、
流
れ
や
護
岸
へ
の
影

響
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
県
に
よ
る
適
切
な
判
断
が
必

要
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
住
民
の
不
安
を

県
へ
伝
え
な
が
ら
、
必
要
な
浚
渫

や
草
木
処
理
、
護
岸
点
検
が
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
働
き
か

け
て
い
く
。

桑
名
議
員

　

町
内
の
一
斉
清
掃
で
は
、
毎
年

地
域
の
方
々
で
草
刈
り
を
実
施
し

て
い
る
が
、
高
齢
化
や
近
年
の
温

暖
化
で
草
木
の
生
育
が
凄
ま
じ

く
、
人
の
手
で
は
限
界
に
達
し
て

い
る
。
県
対
応
が
遅
れ
る
場
合
、

町
独
自
で
緊
急
的
に
草
刈
り
な
ど

を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

西
山
産
業
建
設
課
長

　

高
齢
化
や
参
加
者
減
少
に
よ

り
、
地
域
清
掃
の
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

　

た
だ
し
、
河
川
区
域
内
の
維
持

管
理
は
県
の
権
限
で
あ
り
、
町
が

独
自
に
継
続
的
な
除
草
や
浚
渫
を

行
う
に
は
、
安
全
管
理
や
責
任
の

整
理
が
必
要
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
維
持
管
理
そ
の

も
の
を
担
う
の
で
は
な
く
、
地
域

の
実
情
や
住
民
の
声
を
県
へ
的
確

に
伝
え
、
必
要
な
対
応
に
つ
な
げ

る
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
の
継
続
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て

も
県
と
協
議
を
進
め
る
。

坂
本
正
徳
町
長

　

町
と
し
て
も
池
谷
川
の
現
状
は

重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
も
県
議
会
関
係
者
や
県
土

木
部
に
対
し
、
写
真
を
示
し
な
が

ら
現
状
説
明
や
要
望
を
行
っ
て
き

た
。

　

今
後
も
現
地
状
況
を
継
続
し
て

伝
え
、
県
・
町
・
地
域
が
連
携
し

な
が
ら
、
出
水
期
の
安
全
確
保
と

住
民
不
安
の
軽
減
に
つ
な
げ
て
い

く
。

議員桑名良学
くわな よしのり



大事な連絡が

すぐ届くき、

いざという時も

安心やねぇ～

田野町公式ＬＩＮＥアカウント

誰でも無料で登録できます

友だちの追加方法

① カメラを起動し、ＱＲコードを

　 読み取る。

② 表示されたアカウント画面で

　「追加」ボタンを押す。
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町政のここを問う！ズ
バ

リ
ズ

バ
リ

議員

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
充
実
を

　

課
長 
― 
町
民
に
届
く
情
報
発
信
に
努
め
る

神
山
議
員

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し

て
の
情
報
発
信
が
１
年
近
く
滞
っ

て
お
り
、
有
効
的
な
発
信
状
況
で

あ
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
で
あ

る
。

　

以
前
、
同
様
の
質
問
を
し
た
際

に
、
効
果
的
な
発
信
が
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ

う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
か
。

神
山
議
員

　

防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
発
信
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
も
あ
る
。

　

幅
広
い
年
齢
層
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が

浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
災
害
時
に
は

目
か
ら
入
る
情
報
が
有
効
的
の
よ

う
に
思
え
る
が
。

今
井
総
務
課
長

　

防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内

容
や
、
災
害
時
の
避
難
情
報
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
、
文
字
で
確

認
で
き
る
仕
組
み
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
情
報
伝
達
手
段
の

多
重
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

職
員
に
過
度
な
業
務
負
担
が
生

じ
な
い
仕
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
効
率
的
か
つ
継
続
的
に

運
用
で
き
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進

め
る
考
え
で
あ
る
。

神
山
議
員

　

当
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
町
民

に
対
し
て
の
情
報
発
信
が
目
的
と

い
う
認
識
で
よ
い
か
。

今
井
総
務
課
長

　

も
と
も
と
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

補
完
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
町
民
向
け
の
情
報

今
井
章
博
総
務
課
長

　

職
員
の
業
務
負
担
な
ど
の
課
題

も
あ
り
、
継
続
的
に
実
施
し
て
い

く
た
め
の
運
用
体
制
の
構
築
ま
で

に
至
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
行
政
か
ら
の
情
報
発
信

が
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防

災
行
政
無
線
、
新
聞
折
り
込
み
な

ど
複
数
の
媒
体
を
利
用
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
が
必
要
な

な
か
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
を
十
分

に
組
み
込
め
て
い
な
い
こ
と
も
課

題
で
あ
る
。

発
信
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は

町
外
の
方
も
簡
単
に
登
録
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
る
。

　

田
野
町
の
取
り
組
み
や
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
を
、
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
、
町

内
外
の
登
録
者
数
の
増
加
を
図
り

た
い
。

　

単
な
る
情
報
発
信
の
手
段
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、
田
野
町
の
魅
力
発
信

を
担
う
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

神山大亮
かみやま だいすけ



定期総会で会長から表彰を受ける

永年在職表彰を受けた西岡議員
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５
月
11
日

議
員
勉
強
会

表

彰

議員勉強会を開催議員勉強会を開催

より信頼される議会へ

　５月１１日、議員の資質向上を目指し、２部構成の勉強会を

開催しました。

【第１部：財政の仕組みを学ぶ】

【第２部：ハラスメント防止と政治倫理】

　総務課から、財政の基礎と当町の現状について説明を受け、基金と地方債の割合や地方交付税など

について活発な質疑応答を行いました。議員からは、「次期改選後はさらに時間をかけ、違う視点から

も深く学ぶ場を設けたい」と、継続した財政勉強の必要性が語られました。

　ハラスメントに関する議員提案を基に討議を行いました。これを機に、田野町議会においても「政治

倫理条例」を制定すべきとの意見が一致し、今後、前向きに制定へ向けた取り組みを進めていくこと

といたしました。

　町民の皆様の代表として、議員としての職務を全うできるよう、今後も全員で共に学び、

より良い町政のために尽力してまいります。

６月議会で、政治倫理条例制定に向け、特別委員会を設置しました。

（関連ページ　P ６）

西岡議員が永年在職表彰を受賞

～監査委員として７年の功労～

　５月２１日、高知県町村等監査委員

協議会の定期総会にて、監査委員と

して７年以上在職し町政発展に尽力さ

れた西岡議員が、永年在職表彰を受

賞されました。

　総会での会長からの表彰に続き、

６月議会最終日には本会議場で伝達

式が行われ、町長から改めて表彰状

が手渡されました。

　長年の公正な監査活動への功労に

対し、心から敬意を表します。
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いっぺん議会を傍聴してみんかねいっぺん議会を傍聴してみんかね

定例会では、町民に密接に関係するさまざまな事項が審議されています。今後の

町の方向性を直接聞くことができる良い機会です。ぜひ、来てみてくださいや。

次回定例会は、 

９月初旬  開催予定です。

定例会は、毎年３月、６月、９月、１２月に行われます。

　昭和５２年に発刊された議会広報創刊号はＢ５判・白黒で制作されたものでした。その後、

行財政改革の一環として町の広報と合同発行となりましたが、平成２６年に単独発行を再開し、

平成２７年発行の１５６号から現在の形となっています。

　現在は、表紙を全面カラー写真で構成し、グラフやイラスト、説明文を取

り入れることで、よりわかりやすい編集を心がけています。

　一般質問の記事についても、幅広い年齢層の方に読んでいただけるよう、

常用漢字を用い簡潔で読みやすい表現に努めています。今後とも議会広報を

よろしくお願いいたします。

広報編集委員　中澤  長顯

《編集後記》

詳しくは、議会事務局まで

TEL 0887-38-6966

議会のうごき
主な活動をお知らせします。

なお、行事名は一部省略しています。

４　月

５　月

６　月

6 日

7 日

8 日

8 日

11 日

18 日

19 日

1 日

11 日

21 日

９～ 11 日

9 日

15 日

26 日

30 日

22 日

25 日

26 日

29 日

23 日

24 日

広報編集委員会

田野中学校 入学式

田野小学校 入学式

認定こども園田野っ子 入園式

四国８の字３同盟会 役員会・総会

議員勉強会

道路整備促進期成同盟会総会及び高知県大会

高知県市長会・町村長会共催による講演会

中芸地区商工会通常総会

合同常任委員会

　　第４回議会定例会

広報編集委員会

中芸広域連合消防大会

広報編集委員会

高知東部森林組合新事務所竣工式

善通寺駐屯地記念行事

田野町交通安全町民会議総会

安芸郡町村議長会総会

議会運営委員会

安芸地区地域安全協会総会

全国町村議会議長・副議長研修会

全員協議会

田野町老人クラブ総会

中芸広域連合議会
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